
「
井
伏
鱒
二
と
宮
沢
賢
治
の
文
学
に
お
け
る
郷
土
観
」
補
論

―

備
後
「
穴
の
海
」・
古
墳
発
掘
に
関
す
る
昭
和
十
年
代
の
情
報
と
井
伏
作
品
を
め
ぐ
っ
て―

 

青
木
（
秋
枝
）
美
保

（
人
間
文
化
学
科
） 

前
稿
「
井
伏
鱒
二
と
宮
沢
賢
治
の
文
学
に
お
け
る
郷
土
観
」
で
は
、
井
伏
鱒
二
と
同
世
代
の
宮
沢
賢
治
に
お
け
る
郷
土
観
が
い
ず
れ
も
、
郷
土
の
古
代
の
生
活
に
根
差
し
、
そ
こ
に
自
身
の
精
神
の
自
由

を
補
償
す
る
「
内
な
る
故
郷
」
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
は
特
に
井
伏
鱒
二
の
場
合
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
背
景
に
、
同
時
代
の
古
代
史
の
研
究
成
果
が
あ
る
こ
と
を
、
昭
和
初
期
の
地

域
発
行
の
郷
土
誌
の
情
報
か
ら
実
証
的
に
示
し
、
井
伏
の
作
品
へ
の
影
響
を
指
摘
す
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド

井
伏
鱒
二
、
郷
土
史
誌
、
古
代
史
発
掘
】

は
じ
め
に 

本
稿
は
、
広
島
大
学
近
代
文
学
研
究
会
編
『
近
代
文
学
試
論

第
六
十
号

特
集 

地
域
性
と
文
学
（
二
）
』（
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）
に
発
表
し
た
拙
稿

「
井
伏
鱒
二
と
宮
沢
賢
治
の
文
学
に
お
け
る
郷
土
観―

地
域
の
古
代
に
根
差
す
「
内
な
る
故
郷
」
を
視
座
と
し
て―

」（
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
「
作
家
の
文
学
形
成
と

「
地
方
同
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」―

井
伏
・
高
田
と
宮
沢
賢
治
の
場
合
」
二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度
の
研
究
成
果
の
一
部
）
の
補
論
で
あ
る
。
拙
稿
に
お
い
て
紙
数
の
関

係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
根
拠
資
料
を
示
す
と
同
時
に
、
そ
の
後
に
新
た
に
発
見
し
た
資
料
を
含
め
て
、
前
稿
を
補
強
す
る
。
そ
れ
は
、
井
伏
の
郷
土
観
に
影
響
を
与

え
た
と
思
わ
れ
る
、
備
後
地
域
の
古
代
史
に
お
け
る
研
究
状
況
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

拙
稿
で
は
、
井
伏
の
昭
和
十
年
代
に
発
表
さ
れ
た
郷
土
に
関
す
る
二
編
の
随
筆
に
見
ら
れ
る
古
代
備
後
の
「
穴
の
海
」
に
つ
い
て
の
記
述
、
お
よ
び
、
幼
少
の
頃
に
井
伏
生

家
付
近
に
あ
る
古
墳
で
遊
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
ど
、
備
後
古
代
史
を
視
座
に
郷
土
の
姿
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
記
述
の
背
景
に
郷
土
誌
『
備
後
史
談
』
に

お
け
る
同
年
代
の
情
報
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
そ
の
郷
土
の
古
代
へ
の
関
心
は
、
比
較
対
象
と
し
た
、
井
伏
と
同
世
代
の
宮
沢
賢
治
の
文
学
に
も
同
様
に
あ
り
、
両
者
に

は
、
そ
れ
ら
古
代
史
へ
の
関
心
か
ら
郷
土
の
世
界
観
を
立
ち
上
げ
る
方
向
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
世
界
観
が
両
者
の
「
自
由
な
精
神
」
を
補
償
し
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。
井
伏
の
場
合
に
は
瀬
戸
内
海
の
海
人
文
化
、
賢
治
の
場
合
に
は
岩
手
山
麓
の
縄
文
文
化
（
山
人
文
化
）
を
基
盤
と
す
る
世
界
観
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

本
稿
の
目
的
は
、
宮
沢
賢
治
に
つ
い
て
拙
著
『
宮
沢
賢
治

北
方
へ
の
志
向
』（
注
１
）
で
示
し
た
と
同
様
に
、
井
伏
文
学
の
郷
土
観
の
背
景
と
な
っ
た
郷
土
文
化
史
の
研

究
状
況
を
、
実
証
的
に
示
す
こ
と
で
あ
る
。 

１
， 

井
伏
鱒
二
の
郷
土
観
の
背
景
と
し
て
の
『
備
後
史
談
』
と
昭
和
十
年
代
の
聖
蹟
調
査 

―

郷
土
誌
『
備
後
史
談
』
と
郷
土
史
家
・
濱
本
鶴
賓―

 

井
伏
鱒
二
の
郷
土
観
を
示
す
作
品
と
し
て
拙
稿
で
と
り
上
げ
た
の
は
、「
郷
里
風
土
記
」
（
『
文
芸
』
、
改
造
社
、
第
六
巻
第
三
号
、
昭
和
十
三
年
三 

月
一

日
発
行
）
、
「
郷

(1)



里
に
寄
す
」
（
『
知
性
』
、
第
二
巻
第
十
号
（
十
月
号
）
、
昭
和
十
四
年
十
月
一
日
発
行
）
の
二
編
で
あ
る
。 

 
随
筆
「
郷
里
風
土
記
」
に
は
、
郷
土
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
注
2
）
。 

 
 

私
の
郷
里
は
広
島
県
深
安
郡
加
茂
村
で
あ
る
。
初
対
面
の
人
に
云
ふ
と
き
に
は
、
郷
里
は
備
後
で
す
と
た
い
て
い
さ
う
云
つ
て
ゐ
る
。〔
中
略
〕 

 
備
後
は
地
勢
的
関
係
か
ら
東
部
の
経
済
的
中
心
地
は
福
山
市
、
西
部
の
経
済
的
中
心
地
は
尾
道
市
で
あ
る
。〔
中
略
〕
こ
こ
は
古
い
港
で
往
時
は
軍
事
上
の
要
港
で
あ

つ
た
。
足
利
尊
氏
な
ど
も
四
国
で
勢
ひ
を
盛
り
返
し
て
京
都
へ
攻
め
入
る
前
、
三
年
間
ほ
ど
尾
道
に
軍
を
駐
め
て
天
下
の
形
勢
を
う
か
が
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
三
年
間
、
尊

氏
は
西
国
寺
と
い
ふ
古
利
で
坐
禅
を
し
て
一
と
振
り
の
刀
剣
を
こ
の
寺
に
奉
納
し
た
。
そ
の
刀
は
い
ま
で
も
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
尾
道
よ
り
も
鞆
の
津
は
ま
だ

古
い
時
代
の
軍
港
で
あ
る
が
、
今
で
は
画
家
や
観
光
客
の
集
ま
る
遊
覧
地
の
観
を
見
せ
て
ゐ
る
。
こ
の
附
近
に
は
神
代
以
来
の
伝
説
的
古
跡
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
神
武
天

皇
の
高
島
の
お
泊
り
を
は
じ
め
神
功
皇
后
が
筑
紫
に
お
渡
り
に
な
る
と
き
の
水
軍
の
根
拠
地
な
ど
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
云
ひ
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
古
跡
が
あ

る
。
し
か
し
た
だ
伝
説
的
古
跡
に
と
ど
ま
る
も
の
か
、
役
所
で
も
史
跡
保
存
の
方
法
を
講
じ
て
ゐ
な
い
。
北
の
山
地
に
も
い
ろ
い
ろ
の
古
い
史
跡
が
あ
る
。
古
事
記
で
重

要
な
比
婆
の
山
と
い
ふ
の
は
ど
の
山
か
私
は
知
ら
な
い
が
、
比
婆
は
今
で
は
伯
耆
で
な
く
備
後
の
領
分
で
あ
る
。
む
か
し
備
後
の
盆
地
は
奥
行
き
の
深
い
入
り
海
に
な
つ

て
ゐ
た
と
い
は
れ
る
が
、
奈
良
の
都
と
出
雲
と
の
交
通
路
は
こ
の
入
り
海
の
岸
に
沿
ふ
て
通
じ
て
ゐ
た
。
こ
れ
は
地
理
的
に
も
考
古
学
的
に
も
史
実
的
に
も
証
明
さ
れ
て

ゐ
る
。
日
本
武
尊
が
道
中
難
渋
さ
れ
て
お
い
で
に
な
つ
た
と
き
、
一
夜
の
お
宿
を
お
勧
め
申
し
御
歓
待
申
し
上
げ
た
一
土
民
の
家
は
、
い
ま
で
も
そ
の
末
孫
と
い
ふ
家
族

が
英
ち
や
ん
の
う
ち
の
直
ぐ
裏
の
家
で
立
派
に
暮
ら
し
て
ゐ
る
。 

〔
中
略
〕
こ
の
あ
た
り
か
ら
山
地
に
か
け
、
南
向
き
の
斜
面
に
は
古
墳
の
集
団
が
よ
く
見
つ
か
つ
た
。
私
も
子
供
の
と
き
裏
の
山
で
幾
つ
と
な
く
古
墳
を
発
掘
し
、
土
器
を

た
く
さ
ん
所
有
し
て
遊
戯
の
と
き
に
使
用
し
た
。
そ
の
う
ち
に
瓢
箪
を
つ
く
る
こ
と
が
備
後
全
体
の
子
供
た
ち
の
間
の
流
行
と
な
つ
て
、
私
た
ち
は
土
器
で
遊
ぶ
の
を
止

し
て
瓢
箪
の
苗
を
自
分
で
植
ゑ
自
分
で
そ
の
実
の
種
子
を
ぬ
き
自
分
で
磨
い
て
遊
ぶ
の
で
あ
っ
た
。 

こ
こ
に
は
、「
古
事
記
」、
「
日
本
書
紀
」
な
ど
を
起
源
と
す
る
神
話
と
の
関
係
で
郷
里
の
来
歴
が
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

拙
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
の
背
景
に
、
昭
和
十
五
年
を
神
武
天
皇
即
位
二
六
〇
〇
年
と
す
る
紀
元
節
の
祝
賀
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
、
文
部
省
主
催
の
全
国
一
府

九
県
に
所
在
す
る
三
十
六
ヶ
所
の
聖
蹟
調
査
に
係
っ
て
発
表
さ
れ
た
著
書
や
論
文
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
福
山
市
・
岡
山
市
に
関
連
す
る
調
査
対
象
の
一
つ
が
「
吉
備
高

島
宮
」
で
あ
り
、
そ
の
比
定
地
に
つ
い
て
論
争
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
背
景
に
、
地
域
で
は
郷
土
史
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
り
、
古
代
史
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

そ
の
文
献
は
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
だ
け
で
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

▲
濱
本
鶴
賓
『
吉
備
高
原
考
』 

1911
（
明
治
44
）
・
未
見
（
誠
之
館
人
物
誌
に
よ
る
） 

▲
濱
本
鶴
賓
『
改
訂
増
補 

吉
備
高
島
考
』 

1912
（
明
治
45
）
・
未
見
（
誠
之
館
人
物
誌
に
よ
る
） 

・
兼
田
明
逸
『
吉
備
高
島
宮
記
』
大
正
会
（
沼
隈
郡
田
島
村
） 

1915
（
大
正
4
） 

▲
濱
本
鶴
賓
『
吉
備
高
島
宮
址
』
吉
備
高
島
顕
彰
会 

1935
（
昭
和
10
） 

・
池
田
春
美 

濱
本
鶴
賓
校
閲
『
神
蹟
吉
備
高
島
宮
』
吉
備
片
島
顕
彰
会 

1935
・
4
・
8 

(2)



・
得
能
正
通
「
三
備
各
地
の
高
島
宮
址
」

『
備
後
史
談
』
13
巻
10
号

1937
（
昭
和
12
年
）
・
10

・
得
能
正
通
「
二
千
六
百
年
記
念
大
祭
及
び
祝
典 

吉
備
高
島
宮
舟
師
御
進
発
」

『
備
後
史
談
』
14
巻
6
号

1938
（
昭
和
13
年
）
・
6

・
熊
田
宗
次
郎
「
吉
備
高
島
宮
の
聖
蹟
」

『
備
後
史
談
』
15
巻
1
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
1

・
熊
田
宗
次
郎
「
吉
備
高
島
宮
址
に
つ
い
て
」

『
備
後
史
談
』
15
巻
3
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
3

・
金
原
利
道
「
神
武
天
皇
奉
祀
神
社
の
分
布
上
よ
り
見
た
る
広
島
県
に
於
る
聖
蹟
に
就
て
の
一
考
察
」 

『
備
後
史
談
』
15
巻
3
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
3

・
兼
田
高
洲
「
吉
備
高
島
史
蹟
考
〔
一
〕
」 

『
備
後
史
談
』
15
巻
3
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
3

・
兼
田
高
洲
「
吉
備
高
島
史
蹟
考
〔
二
〕
」 

『
備
後
史
談
』
15
巻
4
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
4

・
兼
田
高
洲
「
吉
備
高
島
史
蹟
考
〔
三
〕
」 

『
備
後
史
談
』
15
巻
5
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
5

・
世
良
長
造
『
吉
備
高
島
考
証
』
吉
備
高
島
宮
址
顕
彰
会
（
岡
山
県
小
田
郡
神
島
外
村
役
場
内
）
1939
（
昭
和
14
年
）
・
5

▲
濱
本
鶴
賓
「
中
国
鉄
山
文
化
と
高
島
宮
と
の
関
係
」 

『
備
後
史
談
』
15
巻
5
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
5

▲
濱
本
鶴
賓
「
中
国
鉄
山
文
化
と
高
島
宮
と
の
関
係
〔
二
〕
」

『
備
後
史
談
』
15
巻
6
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
6

・
「
吉
備
高
島
聖
蹟
と
上
田
氏
一
行
の
調
査
」

『
備
後
史
談
』
15
巻
6
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
6

・
「
神
武
天
皇
聖
蹟
調
査
委
員
審
査
」 

『
備
後
史
談
』
15
巻
6
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
6

荒
木
文
部
大
臣
他 

聖
蹟
36
か
所
・
一
府
九
県 

・
兼
田
高
洲
「
吉
備
高
島
史
蹟
考
〔
完
〕
」 

『
備
後
史
談
』
15
巻
7
号

1939
（
昭
和
14
年
）
・
7

▲
濱
本
鶴
賓
『
水
呑
村
の
上
古
と
聖
蹟
高
島
』
聖
蹟
高
島
顕
彰
会
（
沼
隈
郡
水
呑
村
役
場
内
）
1940
（
昭
和
15
年
）
・
2

▲
濱
本
鶴
賓
「
高
島
埃
宮
聖
蹟
調
査
一
家
言
〔
一
〕
」 

『
備
後
史
談
』
16
巻
2
号

1940
（
昭
和
15
年
）
・
2

▲
濱
本
鶴
賓
「
高
島
埃
宮
聖
蹟
調
査
一
家
言
〔
二
〕
」 

『
備
後
史
談
』
16
巻
3
号

1940
（
昭
和
15
年
）
・
3

▲
濱
本
鶴
賓
「
高
島
埃
宮
聖
蹟
調
査
一
家
言
〔
三
〕
」 

『
備
後
史
談
』
16
巻
4
号

1940
（
昭
和
15
年
）
・
4

・
「
神
武
天
皇
高
島
宮
聖
蹟
決
定
」 

『
備
後
史
談
』
16
巻
5
号

1940
（
昭
和
15
年
）
・
5

 
 

所
在
地 

岡
山
県
児
島
郡
甲
浦
村
大
字
宮
の
浦
字
高
島 

▲
濱
本
鶴
賓
「
高
島
埃
宮
聖
蹟
調
査
一
家
言
〔
四
〕
」 

『
備
後
史
談
』
16
巻
5
号

1940
（
昭
和
15
年
）
・
5

▲
濱
本
鶴
賓
「
聖
蹟
高
島
の
決
定
発
表
に
就
て
」 

『
備
後
史
談
』
16
巻
6
号

1941
（
昭
和
15
年
）
・
6

以
上
の
様
に
、
明
治
末
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
吉
備
高
島
宮
」
の
比
定
地
に
関
す
る
論
争
は
、
昭
和
十
五
年
に
岡
山
県
児
島
郡
の
高
島
に
決
定
す
る
こ
と
が
文
部
省
か
ら
発
表

さ
れ
、
終
結
し
た
。
こ
れ
ら
の
論
争
に
お
い
て
、
備
後
説
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
神
辺
平
野
に
古
代
「
穴
の
海
」
と
呼
ば
れ
る
入
海
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
で
あ

(3)



り
、
そ
の
海
が
畿
内
、
あ
る
い
は
出
雲
な
ど
と
の
交
通
の
経
路
に
な
っ
た
と
い
う
地
形
的
特
性
を
示
す
こ
と
で
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
拙
稿
で
示
し
た
。 

  
さ
て
、
前
掲
の
通
り
、
そ
の
論
争
は
、
郷
土
誌
『
備
後
史
談
』
に
逐
一
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
備
後
史
談
』
と
は
ど
の
よ
う
な
雑

誌
で
あ
ろ
う
か
。
『
備
後
史
談
』
創
刊
号
（
備
後
郷
土
史
会
、
大
正
十
四
年
一
月
十
五
日
発
行
、
復
刻
昭
和
四
十
五
年
一
月
、
芸
備
郷
土
史
刊
行
会
・
中
国
文
化
財
保
存
顕
彰

会
）
か
ら
触
れ
て
置
く
。
拙
稿
で
は
、
井
伏
の
兄
・
文
夫
が
、
昭
和
二
年
一
月
に
同
会
の
常
任
理
事
と
な
っ
て
い
る
（
『
備
後
史
談
』
第
三
巻
第
二
号
、
昭
和
二
年
二
月
）
こ

と
は
示
し
た
。 

創
刊
号
掲
載
の
「
備
後
郷
土
史
会
彙
報
」
に
よ
れ
ば
、
本
会
発
足
の
経
緯
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

大
正
十
二
年
四
月
初
め 
発
起
人
会
立
ち
上
げ 

 

石
井
貞
之
介
（
深
安
郡
教
育
会
長
）
他
、
備
後
地
域
の
学
校
長
、
義
倉
財
団
理
事
等
識
者3

0

名
あ
ま
り
。 

 
 

同
年 

七
月
七
日
、
義
倉
図
書
館
内
で
発
起
人
会
開
催 

会
長
・
石
井
貞
之
介
、
副
会
長
、
理
事
を
決
定
、
事
務
局
を
義
倉
図
書
館
内
に
置
く
。 

 

大
正
十
三
年
三
月
十
六
日 

福
山
城
公
演
内
葦
陽
開
館
に
て
創
立
総
会
開
催
、
会
員
二
百
余
名
。 

 
 
 

同
日 

 
 
 
 
 
 

評
議
会
開
催 

 

こ
れ
と
は
別
に
、
大
正
十
三
年
四
月
か
ら
、
「
史
談
会
」
と
い
う
研
究
会
、
あ
る
い
は
郷
土
文
化
の
顕
彰
会
の
よ
う
な
会
が
開
か
れ
、
地
域
の
偉
人
に
ま
つ
わ
る
集
会
を
不

定
期
に
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
で
は
、
「
在
京
会
員
小
集
会
」
な
る
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
郷
土
史
に
関
心
を
持
つ
人
々
が
そ
の
事
績
の
顕
彰
に
集
結
し
た
と
言
っ

て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
会
の
理
事
に
、
濱
本
清
一
（
鶴
賓
）
、
福
山
中
学
の
井
伏
の
恩
師
・
福
田
祿
太
郎
の
名
前
も
見
え
る
。
大
正
十
四
年
一
月
の
会
で
は
会
長
に
和
田
英
松

（
文
学
博
士
）
、
そ
の
他
、
副
会
長
、
理
事
、
顧
問
、
評
議
員
が
役
員
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
顧
問
の
中
に
、
井
伏
の
作
品
に
も
名
前
が
登
場
す
る
五
弓
安
二
郎
の
名
前

も
見
え
る
。 

 

備
後
郷
土
史
会
の
機
関
誌
『
備
後
史
談
』
の
主
旨
に
つ
い
て
、
「
発
刊
の
辞
」
に
は
、
古
く
は
「
風
土
記
」
、
「
遙
か
下
っ
て
は
」
近
世
の
「
地
方
誌
編
纂
の
事
業
」
の
隆

盛
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
郷
土
の
文
化
に
つ
い
て
の
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
治
の
「
維
新
の
当
初
」
「
我
が
文
化
思

想
に
激
変
」
が
生
じ
て
、
「
旧
物
の
破
壊
至
る
所
に
行
わ
れ
」
た
こ
と
、
ま
た
「
文
明
機
関
の
普
及
は
常
に
破
壊
的
行
為
を
取
り
」
、
「
古
き
歴
史
の
葬
り
去
ら
る
ゝ
こ
と
数

知
ら
ず
」
、
貴
重
な
自
然
も
資
料
も
「
廃
亡
滅
裂
に
帰
せ
ん
と
す
る
は
事
実
な
り
」
と
し
て
、
文
明
の
進
展
に
伴
う
文
化
遺
産
の
消
滅
に
警
告
を
発
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。 

 

前
述
の
通
り
、
会
の
立
ち
上
げ
に
関
す
る
最
初
の
集
会
は
、
大
正
十
二
年
四
月
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
大
正
中
期
以
降
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
需
景
気
と
そ
れ
に
伴
う

科
学
技
術
の
進
展
、
資
本
主
義
経
済
の
本
格
化
、
都
会
文
化
の
隆
盛
な
ど
の
社
会
的
な
「
激
変
」
が
背
景
に
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
「
備
後
郷
土
史

会
」
は
、
「
国
史
の
教
育
、
国
民
精
神
の
陶
冶
を
主
眼
と
し
て
」
発
足
し
、
郷
土
の
廃
れ
行
く
旧
跡
、
事
績
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
璞
玉
為
め
に
光
輝
を
放
つ
」
も

の
に
し
て
い
く
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
会
が
直
接
の
先
達
と
し
た
の
は
、
江
戸
後
期
に
藩
命
に
よ
っ
て
『
福
山
志
料
』
を
編
纂
し
、
地
域
の
教
育
・
振
興
に
業
績
を
残
し

(4)



た
菅
茶
山
で
あ
っ
た
。
会
で
は
、
そ
の
表
現
と
し
て
、
雑
誌
の
題
字
を
会
員
所
蔵
の
菅
茶
山
「
遺
墨
」
か
ら
取
っ
た
旨
、
創
刊
号
「
編
輯
余
録
」
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
見
開
き
に
は
、
廉
塾
に
お
け
る
第
三
回
史
談
会
参
加
者
の
集
合
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
郷
土
の
文
化
の
消
滅
に
対
す
る
危
機
感
で
あ
る
。
そ
の
共
感
の
も
と
に
、
有
志
が
集
ま
っ
て
声
を
あ
げ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の

実
務
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
「
義
倉
財
団
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
井
伏
鱒
二
の
兄
・
文
夫
は
、
加
茂
町
粟
根
の
自
宅
を
発
行
所
と
す
る
雑
誌
『
郷
土
』
を
発
行
し
て
お
り
、
小
学
校
の
教
員
の
傍
ら
、
地
域
へ
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て

い
た
。
こ
の
雑
誌
の
編
集
に
は
、
井
伏
も
協
力
し
て
い
た
と
い
う
。
当
該
雑
誌
の
「
巻
頭
言
」
「
編
輯
後
記
」
が
『
井
伏
鱒
二
全
集 

別
巻
一
』
（
注
3
）
所
収
の
「
井
伏
文

夫
遺
文
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
頭
言
は
、
前
掲
の
『
備
後
史
談
』
の
「
発
刊
の
辞
」
と
主
旨
に
共
通
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
「
現
代
社
会
が
一
般
に
外
形
的
文
化
を
求

め
る
傾
向
」
に
あ
る
と
し
、
「
西
洋
直
訳
的
都
会
文
明
」
に
「
一
種
の
誘
惑
を
感
ず
る
」
「
質
朴
な
農
村
青
年
」
に
対
し
て
、
ま
た
「
現
代
を
独
自
の
文
化
な
き
農
村
社
会
の

た
め
に
」
「
わ
が
郷
土
文
化
の
開
拓
を
念
ず
る
わ
れ
ら
は
深
安
新
青
年
の
ち
か
ら
に
よ
つ
て
成
さ
る
ゝ
新
深
安
創
造
の
首
途
を
記
念
す
べ
く
『
郷
土
』
の
発
刊
を
な
し
た
の
で

あ
る
」
と
宣
言
し
て
い
る
。
全
集
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
雑
誌
『
郷
土
』
の
創
刊
は
大
正
十
二
年
一
月
で
、
終
刊
は
昭
和
二
年
五
月
で
あ
る
。
文
夫
は
、
前
述
の
通
り
、
昭
和
二

年
に
後
郷
土
史
会
の
常
任
理
事
に
就
任
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
郷
土
』
終
刊
が
契
機
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
井
伏
の
周
囲
に
は
、
郷
土
の
文
化
に
対
す
る
熱
い
思

い
が
沸
々
と
沸
き
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
そ
う
い
っ
た
動
き
は
、
全
国
的
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
端
に
、
深
安
郡
出
身
の
漢
学
者
・
小
野
桜
山
（
一
八
五
二
～
一
九
三
七
）
が
収
集
し
た

一
万
冊
に
及
ぶ
「
耶
馬
渓
文
庫
」
が
あ
る
。
筆
者
ら
は
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
二
日
に
、
福
山
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題
研
究
「「
福
山
義

倉
」
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
の
継
承―

菅
茶
山
・
井
伏
鱒
二
を
軸
に
」（
三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助
成
に
採
択
、
二
〇
二
三
年
一
月
～
二
〇
二
四
年
十
二
月
）
の
調

査
で
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
た
（
注
4
）
。
こ
れ
は
、
明
治
二
十
年
ご
ろ
、
三
十
五
歳
の
桜
山
が
、
明
治
に
な
っ
て
読
ま
れ
な
く
な
り
、
捨
て
ら
れ
る
べ
き
書
物
を
、
一
千
余

人
の
人
々
に
寄
贈
を
依
頼
し
て
集
め
た
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
主
旨
か
ら
、
当
初
「
反
古
文
庫
」
と
さ
れ
て
い
た
（「
反
古
」
は
、
ゴ
ミ
く
ず
の
こ
と
）
の
で
あ
る
が
、
そ
の

主
旨
は
『
備
後
史
談
』
発
刊
の
意
図
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
小
野
桜
山
は
興
譲
館
と
も
深
い
関
係
が
あ
り
、
備
後
郷
土
史
会
の
メ
ン
バ
ー
と
は
、
お
そ
ら
く
漢
学
文
化
圏

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
桜
山
は
大
正
十
五
年
に
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
に
わ
た
り
、
漢
文
学
発
祥
の
地
を
訪
ね
て
、
文
人
に
逢
い
、
書

籍
を
多
く
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。
（
注
5
）

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
大
正
末
期
の
地
方
に
お
け
る
郷
土
の
文
化
へ
の
再
評
価
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
井
伏
の
「
在
所
も
の
」
の
淵
源
を
、
こ
こ
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
宮
沢
賢
治
の
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
の
広
告
文
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
共
通
の
動
き
と
言
え
る
。 

こ
の
よ
う
な
郷
里
の
文
化
的
状
況
を
背
景
に
、
井
伏
は
『
備
後
史
談
』
か
ら
郷
土
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
て
、
作
品
に
活
か
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、

前
述
の
郷
土
に
関
す
る
随
筆
「
郷
里
風
土
記
」
と
、
「
穴
の
海
」
に
関
連
す
る
随
筆
的
作
品
「
架
空
動
物
譜
」
と
、
「
備
後
史
談
」
に
お
け
る
情
報
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
、

昭
和
十
年
代
の
井
伏
の
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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２
，
「
郷
里
風
土
記
」
に
お
け
る
「
古
墳
」
と
『
備
後
史
談
』
に
お
け
る
「
古
墳
」
に
つ
い
て
の
情
報 

 
『
備
後
史
談
』
に
は
、
古
墳
を
始
め
と
す
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
の
情
報
が
随
時
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
大
き
な
紙
面
を
使
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
、
昭
和

三
年
七
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
、
早
稲
田
大
学
の
西
村
真
次
博
士
の
発
掘
調
査
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
備
後
史
談 

第
四
巻
第
八
号
』
（
昭
和
三
年
八
月
十
五
日
発
行
）
で
、

「
西
村
博
士
史
蹟
踏
査
記
念
号
」
と
い
う
特
集
号
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
記
事
は
、
濱
本
鶴
賓
の
「
穴
の
海
」
へ
の
関
心
に
貫
か
れ
て
い
る
。
巻
頭
は
、
濱
本
清
一

著
「
蘆
品
深
安
沼
隈
三
郡
に
於
る
西
村
博
士
の
史
蹟
踏
査
」
と
題
す
る
記
事
で
、
発
掘
状
況
を
「
穴
の
海
」
と
の
関
連
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
い
て
、
鶴
賓
外
史

（
濱
本
の
号
）
著
「
穴
の
海
に
絡
ま
る
伝
説 

人
魚
と
中
條
鰯
、
河
童
と
茂
兵
衛
、
片
山
病
と
漆
船
」
と
続
く
の
で
あ
る
。 

実
は
、
鶴
賓
外
史
（
濱
本
の
号
）
著
「
穴
の
海
に
絡
ま
る
伝
説
」
は
、
井
伏
の
随
筆
「
架
空
動
物
譜
」
（『
文
芸
春
秋
』
第
十
一
年
第
七
号
（
七
月
号
）、
昭
和
八
年
七
月
一

日
発
行
）
と
い
う
空
想
上
の
水
生
動
物
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
所
在
を
発
見
で
き
て
い
な
か
っ
た
資
料
な
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
前
掲
の
拙
稿
に
も
所
在
不
明
と
し
て
い
た
。
そ
の
資
料
が
、
古
墳
調
査
の
記
事
を
探
し
た
際
に
同
時
に
見
つ
か
っ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
つ
ま
り
、
濱
本
清
一
（
鶴

賓
）
の
関
心
が
、
備
後
の
起
源
と
し
て
の
「
穴
の
海
」
と
い
う
地
形
的
特
徴
に
あ
り
、
そ
れ
が
備
後
の
政
治
的
、
文
化
的
な
事
象
と
の
関
連
で
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
濱
本
に
と
っ
て
、
備
後
の
世
界
観
は
、
ま
さ
に
「
穴
の
海
」
を
中
心
と
し
て
あ
る
と
言
え
る
。 

こ
れ
か
ら
す
る
と
、
井
伏
の
「
郷
里
風
土
記
」
の
郷
土
の
説
明
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
濱
本
の
文
章
を
な
ぞ
っ
て
い
る
と
言
っ
て
間
違
い
な
い
。
濱
本
清
一
著
「
蘆
品
深
安
沼

隈
三
郡
に
於
る
西
村
博
士
の
史
蹟
踏
査
」
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

吉
備
の
穴
ノ
海
沿
岸
一
帯
の
丘
陵
平
野
は
、
鴻
荒
の
太
古
に
於
て
、
人
類
生
活
上
の
要
素
を
具
備
し
、
遠
き
我
等
の
祖
先
や
尚
遡
つ
て
原
住
民
の
棲
息
繁
栄
し
た
と
こ

ろ
で
、
有
史
以
前
か
ら
今
日
ま
で
、
幾
多
奇
し
き
神
秘
を
裹
ん
で
居
る
。
史
蹟
の
や
ゝ
明
な
る
も
の
は
建
速
素
戔
嗚
尊
の
龍
舟
を
艤
し
て
南
海
に
い
出
ま
し
ゝ
疫
隅
、
神

日
本
磐
余
彦
天
皇
の
東
征
策
源
地
た
り
し
高
島
、
出
雲
と
大
和
と
の
交
路
の
衝
に
立
つ
た
品
治
を
始
め
、
大
吉
備
津
彦
の
巡
撫
と
父
孝
霊
天
皇
の
御
足
跡
を
繹
ぬ
べ
く
、

日
本
武
尊
の
穴
ノ
海
の
悪
神
を
討
伐
し
給
へ
る
、
神
功
皇
后
の
海
神
に
奉
賛
し
給
へ
る
、
仁
徳
天
皇
の
山
方
に
行
幸
し
給
へ
る
な
ど
、
夫
れ
か
ら
夫
れ
と
、
尊
き
史
蹟
は

連
珠
の
如
く
点
在
し
て
居
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
記
紀
神
話
の
事
績
を
列
挙
し
て
、
「
吉
備
の
穴
ノ
海
沿
岸
一
帯
」
の
歴
史
的
意
義
を
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
井
伏
の
文
章
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
発
掘
調
査
は
、
七
月
十
三
日
か
ら
二
十
二
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
調
査
の
始
ま
り
は
、
府
中
の
粟
生
村
の
「
南
宮
神
社
」「
孝
霊
天
皇
陵
伝
説

地
」
に
近
い
向
山
の
古
墳
の
調
査
で
、「
前
方
後
円
式
横
穴
石
室
」、
お
よ
び
「
遺
物
」
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
、「
此
辺
一
帯
の
古
墳
群
や
遺
物
か
ら
推
す
と
、
大
和
朝
廷
建

設
以
前
か
ら
原
日
本
人
の
栄
え
た
土
地
ら
し
く
、
三
方
山
を
繞
ら
し
一
方
河
海
（
穴
ノ
海
）
に
臨
み
、
古
代
人
の
栖
息
地
と
し
て
理
想
的
で
あ
る
」
と
「
鑑
定
」
し
、「
二
〇

〇
〇
年
以
前
」
か
ら
「
一
五
〇
〇
年
以
前
」
の
こ
の
地
域
の
豊
か
な
生
活
を
想
像
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
続
い
て
十
五
日
は
、「
国
分
寺
国
司
庁
遺
蹟
」
の
調
査
で
、「
栗
栖
の
寺
屋
敷
と
称
す
る
、
国
分
寺
址
伝
説
地
」
を
調
査
、「
深
安
郡
御
領
の
国
分
寺
」
と
の
「
比
較

研
究
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
「
国
府
村
字
府
川
」
で
「
国
司
庁
の
在
つ
た
と
い
は
る
ゝ
二
宮
神
社
付
近
の
地
形
」
を
調
査
、
「
粟
生
村
字
用
土
」
で
は
「
吉

備
神
社
旧
鎮
座
地
」
、
孝
霊
天
皇
に
ま
つ
わ
る
伝
説
地
、
御
門
神
社
と
「
古
身
体
」
を
調
査
し
て
い
る
。
こ
の
地
に
つ
い
て
、
濱
本
は
、
こ
の
地
が
「
京
都
と
太
宰
府
を
結
ぶ

(6)



山
陽
大
路
の
通
っ
た
と
こ
ろ
」
で
、「
政
治
の
中
枢
地
」
で
あ
っ
た
と
そ
の
意
義
を
解
説
し
て
い
る
。 

 
十
六
日
は
資
料
整
理
、
十
七
日
は
「
御
野
の
国
分
寺
及
湯
田
道
上
」
の
調
査
で
、「
深
安
郡
御
野
村
大
字
御
領
」
に
向
か
い
、
御
野
村
村
長
か
ら
地
域
に
伝
わ
る
資
料
を
踏

ま
え
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
国
分
寺
の
礎
石
を
探
索
し
た
と
あ
る
。
発
掘
し
た
埋
蔵
文
化
の
う
ち
、
特
に
石
器
に
つ
い
て
「
原
住
人
種
若
し
く
は
原
日
本
人
の
使
用
し
た
石

鏃
石
斧
砥
石
類
が
数
多
く
此
の
地
か
ら
出
て
居
る
」
と
し
て
、
「
往
古
の
穴
ノ
海
沿
岸
で
、
備
後
文
化
の
萌
し
た
と
こ
ろ
を
知
る
に
足
る
材
料
」
と
重
ね
て
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
発
掘
調
査
の
記
録
と
し
て
「
東
京
理
科
大
学
人
類
学
教
室
の
調
査
」
の
成
果
を
紹
介
し
、
従
来
の
石
器
発
見
地
と
し
て
春
日
村
浦
上
、
大
津
野
村
大
門
、
引
野
村
、
湯

田
村
、
御
野
村
、
中
條
村
、
道
上
村
亀
山
（
沼
隈
郡
を
除
く
）
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

そ
の
後
湯
田
村
本
湯
野
の
上
持
の
古
墳
址
、
小
山
池
畔
の
丸
山
を
踏
査
、
丸
山
は
「
三
段
式
前
方
後
円
の
大
古
墳
」
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
他
、
博
士
が

湯
田
村
の
茶
臼
山
、
道
上
の
亀
山
な
ど
も
、
「
何
れ
も
調
査
を
す
れ
ば
大
古
墳
で
あ
ら
う
と
」
述
べ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
亀
山
の
岡
山
神
社
付
近
の
発
掘
調
査
、
そ
こ

で
石
器
の
破
片
、
お
よ
び
弥
生
式
土
器
の
破
片
を
発
見
、「
古
く
よ
り
原
日
本
人
の
棲
息
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
博
士
は
声
明
さ
れ
た
」
と
あ
る
。 

 

二
十
二
日
は
、「
高
須
柳
津
両
村
の
貝
塚
」
の
調
査
で
、
昨
年
発
掘
の
「
沼
隈
郡
高
須
村
字
太
田
の
貝
塚
」、
山
本
新
氏
「
新
発
見
の
貝
塚
」
を
「
同
郡
柳
津
村
字
王
子
」
で

調
査
、
そ
れ
そ
れ
、
石
鏃
と
弥
生
式
土
器
の
破
片
、「
ア
イ
ヌ
式
土
器
の
破
片
と
歯
の
つ
い
た
獣
骨
」
を
採
取
し
た
と
あ
る
。 

 

こ
の
調
査
に
は
、
備
後
郷
土
史
会
会
員
の
ほ
か
、
村
長
、
新
聞
記
者
な
ど
が
同
行
し
、
歓
迎
会
に
は
村
会
議
員
、
村
吏
員
、
小
学
校
教
員
等
が
参
加
し
た
と
あ
る
。
雑
誌
に

は
、
山
陽
新
報
、
中
国
新
聞
、
中
国
民
報
、
大
阪
毎
日
、
大
阪
朝
日
各
紙
の
報
道
記
事
の
掲
載
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
調
査
の
反
響
の
大
き
さ
が
想
像
さ
れ
る
。 

 

な
お
、
西
村
博
士
の
調
査
は
、
昭
和
四
年
七
月
に
も
行
わ
れ
て
お
り
、『
備
後
史
談
』
第
五
巻
第
九
号
に
そ
の
報
告
が
あ
る
。 

 

３
，「
架
空
動
物
譜
」
に
お
け
る
「
鶴
賓
外
史
の
「
穴
の
海
に
絡
ま
る
伝
説
」」
の
引
用
に
つ
い
て 

 

前
述
の
よ
う
に
、
雑
誌
『
備
後
史
談
』
第
四
巻
第
八
号
の
巻
頭
に
、
西
村
博
士
の
古
墳
調
査
の
記
事
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
鶴
賓
外
史
（
濱
本
鶴
賓
の
別
号
）
著
「
穴
の

海
に
絡
ま
る
伝
説―

人
魚
と
中
條
鰯
、
河
童
と
茂
兵
衛
、
片
山
病
と
漆
船
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
井
伏
の
随
筆
「
架
空
動
物
譜
」（
昭
和
八
年
）
に
次
の
よ
う
に
登
場
し
て
い
る
。（
注
6
） 

 
 
 

そ
の
旅
行
（
引
用
者
注―

糸
崎
へ
の
旅
行
）
の
帰
り
み
ち
、
私
は
理
由
な
く
大
津
駅
で
下
車
し
た
。 

そ
し
て
駅
前
の
旅
館
で
鶴
賓
外
史
の
「
穴
の
海
に
絡
ま
る
伝

説
」
を
読
み
、
偶
然
に
も
琵
琶
湖
畔
に
人
魚
塚
の
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
。
け
れ
ど
私
は
そ
の
所
在
が
わ
か
ら
な
か
つ
た
の
で
、
ま
た
私
た
ち
に
無
用
な
人
魚
塚
な
ど
、
ど

う
し
て
こ
ん
な
に
自
分
は
見
た
が
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
と
反
省
し
て
、
見
に
行
く
の
は
止
し
に
し
た
。
鶴
賓
外
史
の
文
章
で
判
断
す
る
と
、
人
魚
塚
と
い
ふ
も
の
は
相

当
に
芸
術
的
に
で
き
あ
が
つ
て
ゐ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。 

「
架
空
動
物
譜
」
は
、
空
想
上
の
水
生
動
物―

人
魚
、
河
童
、
龍―

に
つ
い
て
、
世
界
各
地
の
同
様
の
「
架
空
動
物
」
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
神
秘
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
、
最
終
的
に
は
東
洋
の
龍
の
イ
メ
ー
ジ
の
生
命
力
に
つ
い
て
賞
賛
し
て
終
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
濱
本
の
「
穴
の
海
世
界
観
」
が
影
を
落
と
し

て
い
る
。 

 

鶴
賓
外
史
の
「
穴
の
海
に
絡
ま
る
伝
説
」
は
、
海
水
浴
場
で
泳
ぐ
「
人
魚
の
群
を
見
た
」
と
い
う
幻
想
（
と
思
わ
れ
る
）
か
ら
、
少
年
時
代
に
読
ん
だ
「
八
犬
伝
」
の
挿
絵

(7)



に
「
眉
目
麗
は
し
い
人
魚
の
口
絵
を
見
た
こ
と
」
を
思
い
出
し
、
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。 

 
 
―
―

世
に
若
し
こ
ん
な
女
人
が
居
た
な
ら
ば
と
、
不
思
議
に
聯
想
を
喚
び
起
す
。
西
国
巡
礼
の
札
所
近
江
の
観
音
寺
が
、
美
し
い
人
魚
の
哀
願
に
よ
つ
て
聖
徳
太
子
の
建

立
さ
れ
た
大
伽
藍
な
る
こ
と
な
ど
想
ひ
浮
べ
、
琵
琶
湖
畔
の
人
魚
塚
を
偲
び
、
果
て
は
穴
の
海
の
人
魚
伝
説
ま
で
床
し
く
な
つ
た
。 

こ
の
よ
う
な
人
魚
に
ま
つ
わ
る
「
聯
想
」
か
ら
「
穴
の
海
に
絡
ま
る
伝
説
」
へ
と
筆
を
向
け
て
い
く
。「
絡
ま
る
」
と
は
「
関
連
す
る
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、

中
條
、
片
山
と
い
う
、
現
在
で
は
、
海
か
ら
遠
い
備
後
福
山
の
内
陸
部
に
伝
わ
る
海
に
関
連
す
る
不
思
議
な
伝
説
を
紹
介
し
、
そ
の
根
源
に
「
穴
の
海
」
沿
岸
に
暮
ら
す
人
々

の
心
情
を
う
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
。 

 

そ
の
第
一
話
は
「
中
條
鰯
」
の
話
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
江
戸
後
期
の
地
誌
「
西
備
名
区
」
に
「
袖
中
秘
記
」
か
ら
引
用
し
た
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、「
元
亀
天
正

の
頃
」
中
條
（
深
安
郡
）
に
い
た
修
験
者
が
、
全
国
行
脚
の
折
り
信
州
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
昔
人
魚
を
食
べ
て
「
数
百
歳
」
の
長
寿
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
老
婆
に
逢
い
、
中

條
は
今
も
漁
業
で
栄
え
て
い
る
か
と
聞
か
れ
て
驚
く
と
い
う
話
で
あ
る
。
濱
本
の
文
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
老
婆
の
言
葉
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 
 
 

中
條
は
海
に
臨
め
る
海
人
の
里
に
て
、
南
に
八
ひ
ろ
、
千
田
の
網
代
、
中
島
、
五
箇
手
島
、
鮒
附
の
漁
場
あ
り
、
鵜
飼
ひ
網
引
は
其
の
北
に
連
り
、
西
は
中
津
海
の
瀬

戸
に
あ
り
て
大
海
に
通
じ
、
鰯
は
殊
に
多
き
も
の
を
。 

こ
う
い
っ
た
類
話
は
全
国
に
あ
る
と
、
濱
本
は
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
穴
の
海
心
性
」
と
で
も
い
う
べ
き
、「
海
に
絡
ま
る
」
心
情
が
あ
り
、
そ
の
地
域
の
生
活
感
情

と
し
て
長
く
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
濱
本
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

半
鹹
半
淡
の
穴
の
海
と
、
半
人
半
魚
の
人
魚
と
は
伝
説
と
し
て
至
極
ふ
さ
は
し
い
も
の
で
あ
る
。
琵
琶
湖
や
出
雲
の
中
ノ
海
や
宍
道
湖
に
人
魚
伝
説
が
多
い
や
う
に
、

穴
の
海
に
此
伝
説
の
一
つ
二
つ
あ
る
の
は
当
然
で
あ
ら
う
。 

 

第
二
に
河
童
の
話
を
は
さ
ん
で
、
最
後
は
「
片
山
病
と
漆
山
」
に
関
す
る
伝
承
、「
漆
船
転
覆
伝
説
」
を
紹
介
し
て
い
る
。「
片
山
病
」
は
、
現
在
で
は
「
日
本
住
血
吸
虫
」

が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
古
く
は
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
こ
の
地
を
通
行
す
る
船
が
大
風
で
転
覆
し
、
積
み
荷
の
漆
が
海
中
に
飛
散
し
、
ま
た
海
底
に
沈
ん

だ
か
ら
だ
と
す
る
伝
説
が
あ
っ
た
。
濱
本
は
、「
福
山
志
料
」
に
も
そ
れ
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
沼
隈
郡
山
手
村
の
医
藤
井
好
直
の
も
の
と
す
る
文
章
を
引

用
し
て
い
る
。 

 
 

西
備
神
辺
駅
の
南
の
田
の
中
に
小
山
一
あ
り
碇
山
片
山
と
い
ふ
片
山
一
に
漆
山
と
い
ふ
、
相
伝
ふ
往
古
商
船
あ
り
漆
を
載
せ
来
り
碇
泊
す
、
大
風
船
を
覆
し
因
て
名
附
づ

く
と
、
昔
時
此
を
過
ぐ
る
者
皆
感
染
す
と
い
ふ
。 

こ
の
寄
生
虫
は
、
片
山
貝
（
別
名
ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ
）
と
い
う
巻
貝
を
中
間
宿
主
と
し
て
経
皮
感
染
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
福
山
市
内
陸
部
に
伝
わ
る
海
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
伝
説
は
、
古
代
の
「
穴
の
海
」
の
証
拠
と
し
て
濱
本
の
内
面
に
深
く
根
付
い
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

４
，『
備
後
史
談
』
に
お
け
る
「
穴
の
海
」
世
界
観
と
井
伏
鱒
二
の
初
期
作
品
に
お
け
る
河
海
の
モ
チ
ー
フ 

―

西
村
博
士
古
墳
調
査
特
集
号
に
お
け
る
濱
本
鶴
賓
の
記
事
に
見
る―
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以
上
の
様
に
、
『
備
後
史
談
』
第
四
巻
第
八
号
に
お
け
る
濱
本
鶴
賓
の
二
編
の
文
章
は
、
一
貫
し
て
「
穴
の
海
」
と
い
う
古
代
の
地
形
的
特
徴
か
ら
発
す
る
備
後
の
世
界
観

を
描
き
出
し
て
い
る
。
古
墳
調
査
は
、
古
代
の
生
活
を
物
的
証
拠
か
ら
実
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
穴
の
海
に
絡
ま
る
伝
説
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
人
々
の
心
に
伝
わ
る
心

的
証
拠
か
ら
「
穴
の
海
」
の
実
在
を
証
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

こ
の
二
つ
の
観
点
は
、
古
代
史
の
研
究
方
法
と
し
て
取
ら
れ
る
客
観
的
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
郷
土
史
を
語
る
際
、
心
的
証
拠
で
あ
る
神
話
や
伝
説
な

ど
伝
承
文
化
に
つ
い
て
は
空
想
上
の
話
し
と
し
て
軽
視
す
る
傾
向
が
一
般
に
は
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
郷
土
史
研
究
の
大
家
・
村
上
正
名
氏
（
広
島
大
学
教
育
学
部
福
山
教
場
教

授
）
は
、
そ
の
著
書
『
瀬
戸
の
あ
け
ぼ
の
』（
注
7
）
に
お
い
て
、
古
代
史
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
、
神
話
を
含
め
て
広
く
語
り
継
が
れ
て
き
た
風
俗
習
慣
か
ら
古
代
社
会
の
様

子
を
知
る
方
法
と
、
当
時
の
遺
蹟
遺
物
に
歴
史
を
物
語
ら
せ
る
考
古
学
的
な
研
究
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
業
績
を
残
し
て
い
る
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、

村
上
正
名
編
『
備
後
の
伝
説
』
第
1
集
～
第
3
集
（
注
8
）
が
あ
り
、
濱
本
が
紹
介
し
て
い
る
伝
説
を
同
様
に
掲
載
し
て
い
る
。 

 

濱
本
が
語
る
「
穴
の
海
」
に
関
す
る
地
域
史
の
著
作
に
は
、
古
代
か
ら
の
備
後
の
歴
史
に
根
差
し
た
「
内
な
る
故
郷
」
に
遡
及
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
井
伏
の
心
を
も
動
か
し
た
と
考
え
ら
れ
、
井
伏
は
、
そ
こ
か
ら
郷
里
の
先
達
の
文
章
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
作
品
世
界
の
構
築
に
向
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
初
期
の
作
品
、「
山
椒
魚
」（
昭
和
四
年
五
月
『
文
芸
都
市
』
第
二
巻
第
五
号
、
注
9
）
を
始
め
と
し
て
、「
架
空
動
物
譜
」（
昭
和
八
年
七
月
発
行

『
文
芸
春
秋
』
第
十
一
巻
七
号
、
注
10
）
、
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」（
昭
和
五
年
三
月
『
文
学
』
第
六
号
～
昭
和
十
三
年
四
月
『
文
学
界
』
第
五
巻
第
四
号
ま
で
断
続
的
に
発
表
、

昭
和
十
三
年
四
月
河
出
書
房
か
ら
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
と
し
て
刊
行
、
注
11
）、「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
」（
昭
和
十
二
年
十
一
月
、
記
録
文
学
叢
書
八
、
河
出
書
房
、
注

12
）
と
、
海
に
係
る
作
品
が
、
昭
和
十
年
前
後
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、『
備
後
史
談
』
で
、
濱
本
鶴
賓
が
し
き
り
に
「
穴
の
海
」
に
つ
い
て
の
文
章
を
発
表
し
て

い
た
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
始
ま
り
に
は
、
早
稲
田
大
学
の
西
村
教
授
の
古
墳
調
査
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
兄
の
文
夫
が
雑
誌
『
郷
土
』
を
終
刊
さ
せ
た
後
で
、『
備

後
史
談
』
の
常
任
理
事
に
な
っ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

井
伏
鱒
二
の
「
在
所
も
の
」
の
起
源
に
、
「
穴
の
海
」
伝
承
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
井
伏
の
作
品
の
背
景
を
探
る
中
で
、「
穴
の
海
世

界
観
」
が
現
代
に
お
け
る
地
域
誌
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
（
注
13
）。
そ
れ
は
、
下
記
の
よ
う
な
資
料
に
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

『
福
山
市
土
地
改
良
区
中
津
原
工
区
史
』
中
津
原
工
区
編
集
委
員
会
編
、
発
行
責
任
者
、
戸
田
勇 

、
一
九
九
五
年 

 

『
備
後
福
山 

み
ゆ
き
町
の
昔
ば
な
し
（
二
）―

水
と
の
た
た
か
い
』
御
幸
町
郷
土
史
研
究
会
編
、
二
〇
〇
二
年 

 

『
わ
が
郷
土
備
後 

下
加
茂
史
談
』
下
加
茂
郷
土
誌
編
纂
委
員
会
編
、
下
加
茂
町
内
会
連
合
会
発
行
、
二
〇
〇
七
年 

こ
の
こ
と
は
、
井
伏
の
郷
土
観
が
、
深
く
地
域
の
郷
土
観
に
根
差
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

 

井
伏
鱒
二
文
学
の
独
自
性
「
在
所
も
の
」
の
調
査
は
緒
に
つ
い
た
所
で
あ
る
。
そ
の
後
に
そ
れ
が
ど
う
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。 

 

注
1 

秋
枝
美
保
『
宮
沢
賢
治 

北
方
へ
の
志
向
』
（
朝
文
社
、
一
九
九
六
年
九
月
） 

注
２ 

『
井
伏
鱒
二
全
集 

第
七
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
一
月
）
所
収
。 

注
3 

『
井
伏
鱒
二
全
集 

別
巻
一
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
九
月
）
所
収
。 
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注
4 

研
究
代
表
者
・
青
木
美
保
、
共
同
研
究
者
は
、
清
水
洋
子
（
福
山
大
学
准
教
授
）、
柳
川
真
由
美
（
福
山
大
学
准
教
授
）、
前
田
貞
昭
（
兵
庫
教
育
大
学
名
誉
教
授
）、

竹
村
信
治
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）、
市
瀬
信
子
（
福
山
平
成
大
学
教
授
）。
本
調
査
は
、
前
田
・
青
木
が
行
っ
た
。 

注
5 
荒
木
見
悟
「
耶
馬
渓
文
庫
と
そ
の
周
辺
」（
『
耶
馬
渓
文
庫
目
録
』 

大
分
県
中
津
市
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
） 

注
6 
『
井
伏
鱒
二
全
集 

第
四
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
十
二
月
） 

注
7 

村
上
正
名
『
瀬
戸
の
あ
け
ぼ
の
』（
広
島
大
学
教
育
学
部
福
山
教
場
郷
土
史
研
究
部
、
一
九
四
九
年
） 

注
8 

村
上
正
名
編
『
備
後
の
伝
説
』
第
1
集
～
第
3
集
（
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
福
山
中
学
校
郷
土
研
究
部
編
、
一
九
五
六
年
） 

注
9 

「
山
椒
魚
」
（
『
井
伏
鱒
二
全
集 

第
一
巻
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
十
一
月
）
所
収
。 

注
10 

「
架
空
動
物
譜
」
（
『
井
伏
鱒
二
全
集 

第
四
巻
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
十
二
月
）
所
収
。 

注
11 

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
」
（
『
井
伏
鱒
二
全
集 

第
六
巻
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
六
月
）
所
収
。 

注
12 

「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
（
『
井
伏
鱒
二
全
集 

第
二
巻
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
二
月
）
所
収
。 

注
13 

筆
者
は
、
二
〇
二
二
年
五
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
福
山
城4

0
0

年
博-F

u
k

u
y
a

m
a

 C
a
stle

 E
x
p

o
 2

0
2
2

羽
賀
自
治
会 

歴
史
講
演
会
第1

回 

穴
の
海
、
穴

戸
っ
て
何
？―

井
伏
鱒
二
と
め
ぐ
る
瀬
戸
内―

」
と
い
う
講
演
に
際
し
て
、
そ
の
内
容
を
調
査
す
る
過
程
で
、
福
山
市
内
の
各
地
域
で
編
纂
さ
れ
た
地
誌
を
閲
覧
し
た
が
、
ど
の

資
料
も
必
ず
そ
の
歴
史
の
起
源
に
「
穴
の
海
」
の
こ
と
を
語
っ
て
お
り
、
地
域
に
伝
わ
る
そ
の
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
羽
賀
地
区
で
は
、
豪
雨
災
害
で

流
さ
れ
た
沈
下
橋
の
再
建
に
向
け
て
、
地
域
に
お
け
る
芦
田
川
と
の
取
り
組
み
の
歴
史
を
学
び
、
そ
の
川
へ
の
思
い
を
新
た
に
継
承
す
る
活
動
を
始
め
た
と
の
こ
と
で
、
そ
こ
に

現
代
に
継
承
さ
れ
る
地
域
の
風
土
へ
の
思
い
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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The Addendum about the Paper“The Viewpoints about Hometown  

by Masuji Ibuse and Kenji Miyazawa” 

―About the Relationship between the Works by Masuji Ibuse and the Information 

about “Ana no Umi”in Bingo and Ancient Tombs Excavated that They war Reported 

in the Local Magazines in the 1930s ― 

[Masuji Ibuse, local history magazines, excavation of ancient history] 

Miho AOKI/AKIEDA 

 The previous paper said that the viewpoints about hometown by Masuji Ibuse and Kenji Miyazawa are 

rooted in the life of local ancients, and there the two authors had “inner hometown”that compensate for 

free spirits. This paper said that Ibuse‘s works are influenced by information about ancient history reported 

in local magazines. In fact, comparing his works with the information in the local magazines, this paper will 

reveal the uniqueness of his works. 
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